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(57)【要約】
【課題】印刷用紙に印刷された画像に近い色の画像を表
示装置に表示する。
【解決手段】表示装置システム１００Ａは、基材１０と
、液晶表示素子２０と、カラーフィルタ３０とを備えた
反射型液晶表示装置１００と、反射型液晶表示装置１０
０に接続された制御装置１とを備える。カラーフィルタ
３０はホワイトマトリクス層３２と、ホワイトマトリク
ス層３２により区画された着色層３３、３４、３５とを
有する。制御装置１は装置非依存色と、装置依存色との
関係を示すＩＣＣプロファイルに基づいて液晶表示装置
２０へ印加する電圧を定める。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察者により画像が観察される表示装置であって、
　基材と、前記基材上に設けられた複数の画素とを有し、各画素に対して電圧を印加する
ことにより各画素毎の出射光の輝度が変化する表示素子と、
　前記表示素子上に設けられ、複数の着色層と、各着色層間を区画するホワイトマトリク
ス層とを有するカラーフィルタとを備えた表示装置と、
　各画素に印加する電圧を変化させて各画素毎の出射光の輝度を調整する制御装置とを備
え、
　前記制御装置は内蔵された装置非依存色と、前記表示装置の装置依存色との関係を示す
ＩＣＣプロファイルに基づいて、各画素に印加する電圧を変化させ、前記ＩＣＣプロファ
イルは前記表示装置がある装置依存色によって画像を表示した際、当該画像を測色して得
られた装置非依存色を用いて決定される、表示装置システム。
【請求項２】
　ホワイトマトリクス層の色は、そのａ*値およびｂ*値が、各々
　－１０≦ａ*≦１０、－１０≦ｂ*≦１０となっている、請求項１記載の表示装置システ
ム。
【請求項３】
　ホワイトマトリクス層の色は、そのａ*値およびｂ*値が、各々
　－６≦ａ*≦２、－６≦ｂ*≦２となっている、請求項１記載の表示装置システム。
【請求項４】
　ホワイトマトリクス層の色は、印刷対象となる印刷用紙の色と同一である、請求項１記
載の表示装置システム。
【請求項５】
　前記表示装置は反射型の表示装置である、請求項１記載の表示装置システム。
【請求項６】
　観察者により画像が観察される表示装置であって、基材と、前記基材上に設けられた複
数の画素とを有し、各画素に対して電圧を印加することにより各画素毎の出射光の輝度が
変化する表示素子と、前記表示素子上に設けられ、複数の着色層と、各着色層間を区画す
るホワイトマトリクス層とを有するカラーフィルタとを備えた表示装置に接続され、各画
素に対して印加する電圧を変化させて各画素毎の出射光の輝度を調整する表示装置用制御
装置において、
　前記制御装置は装置非依存色と、前記表示装置の装置依存色との関係を示すＩＣＣプロ
ファイルを内蔵するＩＣＣプロファイル収納部と、
　前記ＩＣＣプロファイルに基づいて各画素に対して印加する電圧を変化させる電圧印加
部とを有し、
　前記ＩＣＣプロファイルは前記表示装置がある装置依存色によって画像を表示した際、
当該画像を測色して得られた装置非依存色を用いて決定される、表示装置用制御装置。
【請求項７】
　観察者により画像が観察される表示装置であって、基材と、前記基材上に設けられた複
数の画素とを有し、各画素に対して電圧を印加することにより各画素毎の出射光の輝度が
変化する表示素子と、前記表示素子上に設けられ、複数の着色層と、各着色層間を区画す
るホワイトマトリクス層とを有するカラーフィルタとを備えた表示装置と、各画素に対し
て印加する電圧を変化させて各画素毎の出射光の輝度を調整する制御装置を備えた表示装
置システムの制御方法において、
　前記表示装置がある装置依存色によって画像を表示する工程と、
　当該画像を測色して装置非依存色を得る工程と、
　前記装置依存色と前記装置非依存色を組合せてＩＣＣプロファイルを得る工程と、
　前記ＩＣＣプロファイルに基づいて、各画素に対して印加する電圧を変化させる工程と
を備えた、表示装置システムの制御方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として反射光を利用した表示装置システム、表示装置用制御装置および表
示システムの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子ペーパーや液晶表示装置等の各種のフラットタイプの表示装置の開発が進め
られている。このような表示装置として、周囲の照明（以下、「環境光」とも言う）の反
射光を制御することで文字や画像等を表示する反射型表示装置が知られている。反射型表
示装置は、低消費電力である、目が疲れない、及び、直射日光下での視認性が良い等の優
れた特性を有することから応用が進められている。
【０００３】
　上述した反射型表示装置において、カラー画像表示を行う場合は、通常、複数色の着色
層を有するカラーフィルタと、白表示および黒表示を行うことが可能な反射型表示素子と
が組み合わされて用いられる。このような反射型表示装置においては、反射型表示素子を
用いて白表示を行うことによって環境光を反射させ、反射光をカラーフィルタに透過させ
ることによって所望のカラー画像表示が行われる。
【０００４】
　ところで、反射型表示装置には制御装置が接続され、これら反射型表示装置と制御装置
とによって表示装置システムが構成される。
【０００５】
　通常、撮像手段（入力機器）によって撮像された画像データは制御装置に送られ、制御
装置は画像データに基づいて、表示装置に画像を生成し、あるいは制御装置は画像データ
に基づいてプリンタ（出力機器）によって印刷用紙に画像を印刷している。
【０００６】
　一般に、表示装置に表示された画像と、印刷用紙に印刷された画像の色が相互に異なっ
ているが、この場合、印刷用紙に対して校正刷りを繰り返して色再現性を確認する必要が
ある。
【０００７】
　このような繰り返しの構成刷りを減少させるため、表示装置に表示される画像の色を、
印刷用紙に印刷された画像の色になるべく近づけることが望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－２８００４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、表示装置に表示された画像の
色を印刷用紙に印刷された画像の色に近づけることができ、かつこのような色の画像を表
示装置に確実に表示することができる、表示装置システム、表示装置制御装置および表示
装置システムの制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、観察者により画像が観察される表示装置であって、基材と、前記基材上に設
けられた複数の画素とを有し、各画素に対して電圧を印加することにより各画素毎の出射
光の輝度が変化する表示素子と、前記表示素子上に設けられ、複数の着色層と、各着色層
間を区画するホワイトマトリクス層とを有するカラーフィルタとを備えた表示装置と、各
画素に印加する電圧を変化させて各画素毎の出射光の輝度を調整する制御装置とを備え、
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前記制御装置は内蔵された装置非依存色と、前記表示装置の装置依存色との関係を示すＩ
ＣＣプロファイルに基づいて、各画素に印加する電圧を変化させ、前記ＩＣＣプロファイ
ルは前記表示装置がある装置依存色によって画像を表示した際、当該画像を測色して得ら
れた装置非依存色を用いて決定される、表示装置システムである。
【００１１】
　本発明は、ホワイトマトリクス層の色は、そのａ*値およびｂ*値が、各々
　－１０≦ａ*≦１０、－１０≦ｂ*≦１０となっている、表示装置システムである。
【００１２】
　　本発明は、ホワイトマトリクス層の色は、そのａ*値およびｂ*値が、各々
　－６≦ａ*≦２、－６≦ｂ*≦２となっている、表示装置システムである。
【００１３】
　本発明は、ホワイトマトリクス層の色は、印刷対象となる印刷用紙の色と同一である、
表示装置システムである。
【００１４】
　本発明は、前記表示装置は反射型の表示装置である、表示装置システムである。
【００１５】
　本発明は、観察者により画像が観察される表示装置であって、基材と、前記基材上に設
けられた複数の画素とを有し、各画素に対して電圧を印加することにより各画素毎の出射
光の輝度が変化する表示素子と、前記表示素子上に設けられ、複数の着色層と、各着色層
間を区画するホワイトマトリクス層とを有するカラーフィルタとを備えた表示装置に接続
され、各画素に対して印加する電圧を変化させて各画素毎の出射光の輝度を調整する表示
装置用制御装置において、前記制御装置は装置非依存色と、前記表示装置の装置依存色と
の関係を示すＩＣＣプロファイルを内蔵するＩＣＣプロファイル収納部と、前記ＩＣＣプ
ロファイルに基づいて各画素に対して印加する電圧を変化させる電圧印加部とを有し、前
記ＩＣＣプロファイルは前記表示装置がある装置依存色によって画像を表示した際、当該
画像を測色して得られた装置非依存色を用いて決定される、表示装置用制御装置である。
【００１６】
　本発明は、観察者により画像が観察される表示装置であって、基材と、前記基材上に設
けられた複数の画素とを有し、各画素に対して電圧を印加することにより各画素毎の出射
光の輝度が変化する表示素子と、前記表示素子上に設けられ、複数の着色層と、各着色層
間を区画するホワイトマトリクス層とを有するカラーフィルタとを備えた表示装置と、各
画素に対して印加する電圧を変化させて各画素毎の出射光の輝度を調整する制御装置を備
えた表示装置システムの制御方法において、前記表示装置がある装置依存色によって画像
を表示する工程と、当該画像を測色して装置非依存色を得る工程と、前記装置依存色と前
記装置非依存色を組合せてＩＣＣプロファイルを得る工程と、前記ＩＣＣプロファイルに
基づいて、各画素に対して印加する電圧を変化させる工程とを備えた、表示装置システム
の制御方法である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、印刷用紙に印刷された画像の色に近い色の画像を表示装置に表示する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は第１の実施形態に係る表示装置システムの一部の構成を示す図である。
【図２】図２は表示装置システムを示す概念図である。
【図３】図３は入力プロファイル、表示プロファイル、出力プロファイル、および装置非
依存色プロファイルの関係を示す図である。
【図４】図４は本実施の形態におけるＩＣＣプロファイルを示す図である。
【図５】図５は比較例におけるＩＣＣプロファイルを示す図である。
【図６】図６は具体的なＩＣＣプロファイル（１）を示す図である。



(5) JP 2018-45055 A 2018.3.22

10

20

30

40

50

【図７】図７は具体的なＩＣＣプロファイル（２）を示す図である。
【図８】図８は具体的なＩＣＣプロファイル（３）を示す図である。
【図９】図９（ａ）は本実施の形態における表示装置の画像を測色計により測色する状態
を示す図であり、図９（ｂ）は比較例における表示装置の画像を測色計により測色する状
態を示す図である。
【図１０】図１０は表示素子の各画素に対する印加電圧と各画素の透過率の関係を示す図
である。
【図１１】図１１は本実施の形態における表示装置システムの制御方法を示すフローチャ
ートである。
【図１２】図１２（ａ）（ｂ）（ｃ）は表示装置のＷＭ層の色と印刷用紙の色の対応を示
す図である。
【図１３】図１３（ａ）（ｂ）は表示装置のＷＭ層の構成を示す図である。
【図１４】図１４は印刷用紙の色の値を示す図である。
【図１５】図１５は第２の実施の形態に係る表示装置システムの一部の構成を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。なお、本明細書に添付す
る図面においては、図示と理解のしやすさの便宜上、適宜縮尺および縦横の寸法比等を、
実物のそれらから変更し誇張してある。
【００２０】
〈第１の実施形態〉
　図１は、第１の実施形態に係る表示装置システム１００Ａの構成を概略的に示す図であ
る。図１に示すように表示装置システム１００Ａは反射型液晶表示装置（表示装置ともい
う）１００と、この反射型液晶表示装置１００を制御する制御装置１とを備えている。な
お、表示装置システム１００Ａについては、一例として反射型液晶表示装置１００を含む
構成について説明するが、液晶表示素子（表示装置ともいう）２０に代えて各種の表示素
子を用いることにより、各種の反射型表示装置、例えば、電子ペーパーや有機ＥＬ表示装
置を構成することもできる。
【００２１】
　まず表示装置システム１００Ａのうち反射型液晶表示装置１００について述べる。図１
に示すように、反射型液晶表示装置１００は、基材１０と、基材１０上に設けられた複数
のホワイト層１１と、各ホワイト層１１上に設けられた透明電極１２と、液晶表示素子２
０と、対向電極２１と、カラーフィルタ３０と、を備える。
【００２２】
　ホワイト層１１及び透明電極１２は、互いに積層され、各画素に対応する位置に設けら
れている。隣り合う２つの画素に対応する２つのホワイト層１１が分離しているので、ホ
ワイト層１１が導電性を有する場合であっても、隣り合う２つの画素の制御が干渉しない
ようにできる。従って、ホワイト層１１の材料の選択範囲が広がる。ホワイト層１１が導
電性を有しない場合には、ホワイト層１１は一体的に設けられていてもよい。
【００２３】
　液晶表示素子２０は、透明電極１２上に設けられている。対向電極２１は、透明電極で
あり、液晶表示素子２０上に設けられている。液晶表示素子２０は、液晶を含み、透明電
極１２の電圧、具体的には対向電極２１と透明電極１２との間の電圧に応じて画素毎に白
表示又は黒表示を行う。対向電極２１が設けられず、他の電極が透明電極１２側に設けら
れていてもよい。
【００２４】
　カラーフィルタ３０は、表示素子２０の観察者側に、表示素子２０に向かい合うように
配置されている。カラーフィルタ３０は、透明基材３１と、透明基材３１上に設けられ、
複数の開口を形成する画素区画用のホワイトマトリクス層（以下、ＷＭ層と称す）３２と
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、ＷＭ層３２の複数の開口内に設けられた複数の着色層３３，３４，３５と、を備える。
【００２５】
　着色層３３，３４，３５のそれぞれは、１つの画素に対応する。ＷＭ層３２及び着色層
３３，３４，３５を覆うオーバーコート層が設けられていてもよい。
【００２６】
　例えば、着色層３３は、赤色光を透過させる赤色着色層からなり、着色層３４は、緑色
光を透過させる緑色着色層からなり、着色層３５は、青色光を透過させる青色着色層から
なる。このように、各着色層３３，３４，３５は、対応する色の光を透過させるよう構成
されている。白色光を透過させる白色着色層が設けられてもよい。
【００２７】
　カラーフィルタ３０は、着色層３３，３４，３５と表示素子２０とが向かい合うように
配置されている。従って、観察者は、カラーフィルタ３０の透明基材３１側から反射型液
晶表示装置１００を観察する。また透明基材３１の観察者側には、ＡＲ（anti-reflectio
n）層またはＡＧ層（anti-glare）層３６が設けられている。
【００２８】
　次に、反射型液晶表示装置１００の各構成要素について説明する。
【００２９】
　（基材）
　基材１０としては、ホワイト層１１及び透明電極１２等を適切に支持することができる
様々な材料が用いられ、例えばガラスやポリマーなどが用いられる。
【００３０】
　（ホワイト層）
　ホワイト層１１は、少なくとも白色顔料を樹脂バインダ中に含み、白色を呈する。ホワ
イト層１１の厚みは、ホワイト層１１で表現する色にもよるが、例えば、２～３０μｍで
あってもよい。
【００３１】
　〔白色顔料〕
　白色顔料としては、例えば、酸化チタン、シリカ、タルク、カオリン、クレイ、硫酸バ
リウム、水酸化カルシウム、などを用いることができる。
【００３２】
　白色顔料の含有量は、ホワイト層１１で表現する色にもよるが、白色顔料及び樹脂バイ
ンダを含むホワイト層１１の全固形分量に対する白色顔料の量の百分率で表した顔料濃度
で、例えば、１０～８０％である。
【００３３】
　〔樹脂バインダ：感光性樹脂など〕
　樹脂バインダの樹脂としては、基本的には特に制限はないが、耐久性などの点で、硬化
性樹脂を用いることが好ましい。樹脂バインダの樹脂として硬化性樹脂を用いる場合、ホ
ワイト層１１は硬化性樹脂の硬化物からなる層として形成される。
【００３４】
　硬化性樹脂としては、紫外線、電子線、可視光線などの活性エネルギー線で硬化可能な
感光性樹脂を用いることができる。感光性樹脂を用いることで、精細なパターン形成が可
能なフォトリソグラフィ法によってホワイト層１１を形成することができるため、好まし
い。
【００３５】
　感光性樹脂としては、例えば、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリイミド系樹脂、
ポリ桂皮酸ビニル系樹脂、環化ゴム、等の反応性ビニル基などの光反応性基を有する感光
性樹脂の１種以上を用いることができる。アクリル系樹脂では、例えば、アルカリ可溶性
樹脂、多官能アクリレート系モノマー、光重合開始剤、その他添加剤などからなる感光性
樹脂を樹脂バインダの樹脂成分として用いることができる。
【００３６】
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　アルカリ可溶性樹脂には、ベンジルメタクリレート－メタクリル酸共重合体などのメタ
クリル酸エステル共重合体、ビスフェノールフルオレン構造を有するエポキシアクリレー
トなどのカルド樹脂、などを１種以上用いることができる。
【００３７】
　多官能アクリレート系モノマーには、例えば、トリメチロールプロパントリ（メタ）ア
クリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトー
ルペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、
などを１種以上用いることができる。
【００３８】
　なお、本発明において、（メタ）アクリレートとは、メタクリレート、又は、アクリレ
ートのいずれかであることを意味する。
【００３９】
　光重合開始剤には、アルキルフェノン系、オキシムエステル系、トリアジン系、チタネ
ート系などを１種以上用いることができる。例えば、アルキルフェノン系では、（２－メ
チル－１［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モリフォリノプロパン－１－オン（イル
ガキュア（登録商標）９０７、ＢＡＳＦジャパン株式会社製））、２－ベンジル－２－ジ
メチルアミノ－１－（４－モノフォリオフェニル）ブタノン－１（イルガキュア（登録商
標）３６９、ＢＡＳＦジャパン株式会社製））、オキシムエステル系では、１，２－オク
タンジオン，１－［４－（フェニルチオ）フェニル］－，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム
）（イルガキュア（登録商標）ＯＸＥ０１、ＢＡＳＦジャパン株式会社製））などを用い
ることができる。
【００４０】
　樹脂バインダとしては、この他、溶剤、光増感剤、分散剤、界面活性剤、安定剤、レベ
リング剤などの、公知の各種添加剤を含むことができる。
【００４１】
　〔ホワイト層の形成〕
　ホワイト層１１は、例えば、少なくとも白色顔料と、感光性樹脂の未硬化物とを含む白
色系感光性樹脂組成物を用いて、フォトリソグラフィ法によって形成することができる。
【００４２】
　白色系感光性樹脂組成物を基材１０の面上に塗布する方法は、例えば、スピンコート法
、ロールコート法、ダイコート法、スプレーコート法、ビードコート法などの公知の塗工
法によることができる。
【００４３】
　白色系感光性樹脂組成物を塗布した後は、フォトリソグラフィ技術を用いて露光、現像
、ベーク（熱処理）などの所定の工程を経て、パターニングすることにより、基材１０の
面上の一部に、所定パターンのホワイト層１１を形成することができる。
【００４４】
（透明電極、対向電極）
　透明電極１２及び対向電極２１としては、例えば、ＩＴＯ（インジウム錫オキサイド）
、酸化インジウム、ＩＺＯ（インジウム亜鉛オキサイド）、ＳｎＯ２、ＺｎＯ等の透明導
電材料が用いられる。
【００４５】
　（透明基材）
　透明基材３１としては、ＷＭ層３２及び着色層３３，３４，３５を適切に支持すること
ができ、かつ透明性を有する様々な材料が用いられ、例えばガラスやポリマーなどが用い
られる。
【００４６】
　（ＷＭ層）
　次に図１２（ａ）（ｂ）（ｃ）および図１３（ａ）（ｂ）によりＷＭ層３２について詳
述する。
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【００４７】
　図１２（ａ）（ｂ）（ｃ）に示すように、ＷＭ層３２によって画定される複数の領域は
、それぞれ、着色層３３用の領域、着色層３４用の領域、着色層３５用の領域の何れかに
なっている。本実施形態では、ＷＭ層３２はマトリックス状のパターンを有している。な
お、ＷＭ層３２によって画定される各領域の具体的なパターンは特には限定されない。Ｗ
Ｍ層３２の色は、後述のように制御装置１によりプリンタなどの出力機器３において印刷
用紙３Ａに画像を印刷した場合、印刷用紙３Ａの色に合わせることが好ましい。このよう
にＷＭ層３２の色を印刷用紙３Ａの色に合わせることにより、表示装置１００に表示され
る画像の色を印刷用紙３Ａに印刷される画像の色に近づけることができる。
【００４８】
　また、図１２（ａ）に示すように、ＷＭ層３２は、ホワイト層１１と同様に、少なくと
も白色顔料を感光性樹脂の硬化物からなる樹脂バインダ中に含み、白色を呈する。ＷＭ層
３２は、ホワイト層１１と同一の材料で形成されてもよい。ＷＭ層３２は、ホワイト層１
１と同様に、フォトリソグラフィ技術を用いて形成することができる。
【００４９】
　このように図１３（ａ）において、ＷＭ層３２は白色顔料を内蔵しているが、色調整用
の着色顔料を含んでいてもよい。
【００５０】
　あるいは図１３（ｂ）に示すように、ＷＭ層３２は白色顔料を含む白色顔料層３２ａと
白色顔料層３２ａ上に設けられ、色調整用の着色顔料を含む着色顔料層３２ｂとを有して
いてもよい。
【００５１】
　なお、出力機器３において画像が印刷される印刷用紙３Ａの色は、図１４に示すように
、そのａ*値およびｂ*値が－１０≦ａ*≦１０、－１０≦ｂ*≦１０、好ましくは－６≦ａ
*≦２、－６≦ｂ*≦２となっている。このため、この印刷用紙３Ａの色に合わせてＷＭ層
３２の色も、そのａ*値およびｂ*値が印刷用紙３Ａと同様の値となっていることが好まし
い。
【００５２】
　（着色層）
　着色層３３，３４，３５は、例えばマトリクス状に配置されている。着色層３３，３４
，３５は、ＷＭ層３２によって画定された領域、即ちＷＭ層３２間に設けられている。
【００５３】
　着色層３３，３４，３５のそれぞれは、感光性を有する着色層用材料を、露光工程およ
び現像工程を含むフォトリソグラフィ法によりパターニングすることによって形成される
層である。フォトリソグラフィ法によりパターニングされる着色層用材料としては、ネガ
型およびポジ型のいずれの着色層用材料も使用され得る。
【００５４】
　〔着色層用材料〕
　次に、各着色層３３，３４，３５を構成する第１着色層用材料（以下、第１材料）、第
２着色層用材料（以下、第２材料）、及び、第３着色層用材料（以下、第３材料）につい
て説明する。各第１～第３材料は、各色の顔料や染料および分散剤を含む顔料分散体、光
開始剤、ポリマーやモノマーを含むクリア剤、および界面活性剤などを含んでいる。この
うち光開始剤は、光を照射されることによりラジカル成分を発生するものである。またク
リア剤には、光開始剤によって発生されたラジカルにより重合反応を起こして硬化する成
分と、その後の現像により未露光部が溶解可能となる成分とが少なくとも含まれている。
【００５５】
　このような構成からなる表示装置システム１００Ａは、図１および図２に示すように上
述のような表示装置１００と、この表示装置１００に接続された制御装置１と備えており
、更に制御装置１には、スキャナ、デジカメ等の入力機器２と、プリンタ等の出力機器３
が接続されている。
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【００５６】
　表示装置システム１００Ａにおいて、入力機器２により画像データが取得される。入力
機器２により取得される画像データは、Ｒ、Ｇ、Ｂを含み入力機器２に依存する色をもつ
（図３参照）。そして入力機器２により取得された画像データは次に制御装置１に送られ
、入力機器２側の装置依存色と、装置非依存色との関係を示すＩＣＣ（International co
lor consortium）プロファイル（１）を用いて装置非依存色の画像データに変換される。
次に装置依存色と、装置非依存色との関係を示すＩＣＣプロファイル（１）について述べ
る。
【００５７】
　上述のように入力機器２により取得される画像データは、Ｒ、Ｇ、Ｂを含み入力機器２
に依存する色をもつため、この画像データを装置に依存しない画像データに変換する必要
がある。この際、例えば、図６に示すような、予め制御装置１のＩＣＣプロファイル収納
１ａ（図１参照）に内蔵された装置依存色と、装置非依存色との関係を示すＩＣＣプロフ
ァイル（１）を用いることにより、入力機器２により取得された装置に依存する画像デー
タ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を装置に依存しない色をもつＬ*ａ*ｂ*を含む画像データに変換するこ
とができる。
【００５８】
　制御装置１は、入力機器２により取得した入力機器２に依存する色をもつ画像データを
装置に依存しない色をもつＬ*ａ*ｂ*の画像データに変換した後、このＬ*ａ*ｂ*の画像デ
ータを用い、ＩＣＣプロファイル収納部１ａに内蔵された表示装置１００側の装置依存色
と、装置非依存色との関係を示すＩＣＣプロファイル（２）を用いて、Ｌ*ａ*ｂ*の画像
データを表示装置１００に依存する色をもつ画像データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変換する。
【００５９】
　そして制御装置１は電圧印加部１ｂ（図１参照）により、この画像データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ
、Ｗ）に基づいて、透明電極１２と対向電極２１との間に電圧を印加する、そしてこの電
圧の強さに応じて液晶表示素子２０の各画素の透過率を調整して、表示装置１００に画像
を表示する（図１０参照）。この場合、液晶表示装置２０の各画素の透過率を調整するこ
とにより、各画素から出射される出射光の輝度を調整することができる。
【００６０】
　同様に制御装置１はＬ*ａ*ｂ*の画像データを用い、ＩＣＣプロファイル収納部１ａに
内蔵された出力機器３側の装置依存色と、装置非依存色との関係を示すＩＣＣプロファイ
ル（３）を用いて、Ｌ*ａ*ｂ*の画像データを出力機器３に依存する色をもつ画像データ
（Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋ）に変換する。
【００６１】
　次に制御装置１は変換された画像データに基づいて、出力機器３により印刷用紙３Ａに
画像を印刷する。
【００６２】
　なお、上記実施の形態において、装置に依存しない色をもつ画像データとして、Ｌ*ａ*
ｂ*の画像データの例を示したが、Ｌ*ａ*ｂ*の代わりに、装置に依存しない色をもつ画像
データとしてＸ、Ｙ、Ｚからなる画像データを用いてもよい。
【００６３】
　＜表示装置システムの制御方法＞
　次に表示装置システム１００Ａの制御方法について説明する。以下、主として制御装置
１により表示装置１００を制御する制御方法について述べる。
【００６４】
　まず制御装置１は、入力機器２により取得した入力機器に依存する色をもつ画像データ
を装置に依存しない色をもつＬ*ａ*ｂ*の画像データに変換する。次にこのＬ*ａ*ｂ*の画
像データを用い、ＩＣＣプロファイル収納部１ａに内蔵された表示装置１００側の装置依
存色と、装置非依存色との関係を示すＩＣＣプロファイル（２）を用いて、Ｌ*ａ*ｂ*の
画像データを表示装置に依存する色をもつ画像データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変換する。
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【００６５】
　本発明による表示装置において、観察者はＲ、Ｇ、Ｂ、Ｗの４種類の光を合成した画像
を知覚する。このうちＲ、Ｇ、Ｂの光は、Ｒ、Ｇ、Ｂ各画素からの出射光であり、表示素
子の駆動により輝度を調整することができる。また、Ｗの光は、照明光が、ＷＭ層３２に
固有の反射特性により反射された光であるため、照明光の種類によって特定の決まった値
になる。
　このため、装置非依存色と装置依存色とを対応させるとき、
Ｌ*ａ*ｂ*に対してＲＧＢＷを対応させてもよいが、Ｌ*ａ*ｂ*に対してＲＧＢを対応させ
、照明光の種類を別に記述してもよい。
すなわち、ICCプロファイルは、
Ｌ*ａ*ｂ*の各組合せに対して、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗの４種類のデータを対応させる形式をと
るが、
Ｌ*ａ*ｂ*の各組合せに対して、Ｒ、Ｇ、Ｂの３種類のデータを対応させ、照明光の種類
を特定可能な情報を別に記述する形式であってもよい。
　照明光としては、代表的には、ＣＩＥ（国際照明委員会）により規定されているＡ光源
、Ｃ光源、Ｄ６５光源、や蛍光ランプＦ２、Ｆ６、Ｆ７、Ｆ８、Ｆ１０、Ｆ１１等が挙げ
られる。
【００６６】
　次に制御装置１は後述のように電圧印加部１ｂにより、求められた画像データ（Ｒ、Ｇ
、Ｂ、Ｗ）に基づいて、透明電極１２と対向電極２１との間に電圧を印加し、電圧の強さ
に応じて液晶表示素子２０の各画素の透過率を調整する。このとき表示装置１００におい
て、観察者側からの環境光Ｌ１が反射して、表示装置１００に画像が表示される。この場
合、制御装置１により、Ｒ，Ｇ，Ｂ各画素の透過率が調整されて、各画素からの出射光の
輝度が調整される。他方、ＷＭ層３２からの出射光の輝度は、照明光の種類によって特定
の決まった値となる。
【００６７】
　ところで、ＩＣＣプロファイル収納部１ａに内蔵されたＩＣＣプロファイル（２）は次
のようにして求められる。
【００６８】
　すなわち、制御装置１は図１１に示すように、表示装置１００に依存するある所定のＲ
ＧＢの各値の異なった多数の組み合わせによって定められた画像データに基づいて表示装
置１００に順次画像を表示する。次に表示装置１００に表示された画像が、測色計１０１
等の測色装置によって測色され、この測色計１０１によってＬ*ａ*ｂ*からなる装置非依
存色を得る（図９（ａ）参照）。まお、測色装置として、測色計１０１の他、分光光度計
を用いてもよい。
【００６９】
　このとき、表示装置１００からは、Ｒ、Ｇ、Ｂの各画素からの出射光および、照明光が
ホワイトマトリクス層（ＷＭ層）により反射された反射光Ｗの４色の光が測色計１０１側
へ入光する（図４参照）。図４において、Ｒ，Ｇ，Ｂの各画素からの出射光と、ＷＭ層に
よる反射光が示されている。ＷＭ層により反射された反射光Ｗは、照明光の種類により、
その輝度が異なる。
【００７０】
　他方、比較例として表示装置１００の構成要件中、ＷＭ層３２の代わりにブラックマト
リクス層（ＢＭ層）を用いた場合、表示装置１００からは、実質的にＲ、Ｇ、Ｂの３色の
出射光のみが測色計１０１側へ入光する。
【００７１】
　次に制御装置１は、表示装置１００に画像を表示するための所定のＲＧＢの各値の異な
った多数の組み合わせと、その時測色計１０１で測定した装置非依存色とを組合せて装置
依存色と、装置非依存色との関係を示すＩＣＣプロファイルを得る。
【００７２】



(11) JP 2018-45055 A 2018.3.22

10

20

30

40

50

　このようにして得られたＩＣＣプロファイルを図４に示す。図４に示すように、ＩＣＣ
プロファイルのうち、Ｌ*ａ*ｂ*で示される装置非依存色は、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗを含む装置
依存色に対応している。次に制御装置１は、得られたＩＣＣプロファイルに基づいて、表
示装置１００のＲ、Ｇ、Ｂの各画素の出射光輝度を調整する。
【００７３】
　一方、比較例として、表示装置１００の構成要件中、ＷＭ層３２の代わりにＢＭ層を用
いた場合、ＩＣＣプロファイルのうちＬ*ａ*ｂ*で示される装置非依存色は、Ｒ、Ｇ、Ｂ
を含む装置依存色に対応している（図５参照）。図５において、Ｒ、Ｇ、Ｂの各画素から
の出射光が示されている。
【００７４】
　従って、図４および図５に示すように、装置非依存色が同一の値を示した場合、この装
置非依存色に対応する装置依存色は、本実施の形態によるＲ、Ｇ、Ｂ、Ｗを含むものと（
図４）、Ｒ、Ｇ、Ｂのみを含むもの（図５）では互いに相違する。
【００７５】
　なお、図４において、環境光として照明光源を用いた場合は、Ｗに対応する値は、ＷＭ
層３２の分光反射率と照明光源の発光スペクトルにより決まった値となる。
【００７６】
　次に制御装置１により表示装置１００を駆動制御する具体的方法について述べる。制御
装置１はこのようにして得られた表示装置に依存する装置依存色と、装置非依存色との関
係を示すＩＣＣプロファイルを用いて、Ｌ*ａ*ｂ*の画像データを表示装置１００に依存
する色をもつ画像データに変換し、変換された画像データに基づいて電圧印加部１ｂによ
り透明電極１２と対向電極２１との間に電圧を印加する。
【００７７】
　このとき液晶表示素子２０には、観察者側からカラーフィルタ３０及び対向電極２１を
介して環境光Ｌ１が入射する。制御装置１は透明電極１２と対向電極２１との間に電圧を
印加させ、液晶表示素子２０の各画素の透過率を調整する。このように液晶表示素子２０
は、画素毎に環境光Ｌ１を透過させるか否か制御可能に構成されており、環境光Ｌ１を透
過させることにより白表示を行い、環境光Ｌ１を透過させないことにより黒表示を行う。
具体的には、液晶表示素子２０が環境光Ｌ１を透過させる画素においては、入射した環境
光Ｌ１は透明電極１２を透過してホワイト層１１に到達し、ホワイト層１１で反射及び散
乱されて白表示が行われる。液晶表示素子２０が白表示を行った画素において、反射光が
カラーフィルタ３０の対応する画素を透過することによって所望のカラー画像表示を行う
ことができる。この場合、上述のように、制御装置によって、液晶表示装置２０の各画素
の透過率が調整され、このことによって各画素から出射する出射光の輝度が各画素毎に調
整される。
【００７８】
　従って、反射型液晶表示装置１００は、バックライトを用いることなく文字や画像を表
示することができる。なお、環境光Ｌ１が弱い場合に観察者側から反射型液晶表示装置１
００に光を照射するフロントライトを設けてもよい。
【００７９】
　ここで、本実施形態によれば、ホワイト層１１が基材１０上に設けられ、透明電極１２
がホワイト層１１上に設けられているので、観察者側から入射して透明電極１２を透過し
た環境光Ｌ１がホワイト層１１で反射され、観察者側に出射する。白色を呈するホワイト
層１１で反射された光は、メタリック調の色及びぎらつきを含まない白色に視認される。
【００８０】
　そのため、白表示された領域は、白い紙のような自然な白色に視認される。従って、紙
に近い質感を表現することができる。即ち、白表示の品質を改善でき、表示特性を改善で
きる。
【００８１】
　また、画素区画用の白色のＷＭ層３２を設けているので、白表示した場合に、観察者は
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、ホワイト層１１で反射されて所定の着色層３３，３４，３５を透過した反射光を白色に
視認すると共に、環境光Ｌ１がＷＭ層３２により反射された白色光も視認することになる
。ＷＭ層３２により反射された白色光も視認されることにより、白表示された領域の輝度
を高めることもできる。従って、より紙に近い質感を表現することができる。
【００８２】
　なお、カラーフィルタ３０の着色層の数は特に限定されず、１色の着色層を備え、単色
のカラーフィルタとして構成されても良い。
【００８３】
　＜第２の実施形態＞
　ところで、第１の実施形態においては、ホワイト層１１の厚みや白色顔料の含有量など
によっては、環境光Ｌ１の一部がホワイト層１１を透過する。ホワイト層１１を透過した
光は、表示には寄与しない。
【００８４】
　そこで第２の実施形態では、反射層１３を設けている。以下、第１の実施形態との相違
点を中心に説明する。
【００８５】
　図１５は、第２の実施形態に係る反射型液晶表示装置１００の一部の構成を概略的に示
す縦断面図である。図１５は、図１に対応する。図１５に示すように、反射型液晶表示装
置１００は、第１の実施形態の構成に加え、反射層１３をさらに備える。
【００８６】
　反射層１３は、画素毎に、基材１０とホワイト層１１との間に設けられている。即ち、
反射層１３も各画素に対応する位置に設けられ、画素毎に反射層１３、ホワイト層１１及
び透明電極１２が積層されている。
【００８７】
　反射層１３の材料としては、所望の反射特性を有するものであれば特に限定されず、例
えば、金属又はメタリック樹脂などでもよい。金属としては、例えば、アルミニウム、ク
ロム、ニッケル等を用いることができる。メタリック樹脂は、金属の粒子が樹脂バインダ
中に分散されたものである。
【００８８】
　反射層１３の厚みは、所望の反射特性を得られれば特に限定されないが、例えば、１０
０ｎｍ～５μｍであってもよい。
【００８９】
　金属からなる反射層１３の形成方法としては、まず、公知の金属薄膜形成方法を用いて
、基材１０上に金属薄膜を形成する。金属薄膜形成方法としては、例えば、真空蒸着法、
スパッタリング法、ＣＶＤ法等を挙げることができる。その後、フォトリソグラフィ法を
用いてエッチング処理を行い、不要な金属薄膜を除去し、所定パターンの反射層１３を形
成できる。
【００９０】
　本実施形態によれば、ホワイト層１１を透過した一部の環境光Ｌ２は反射層１３で反射
されるため、このような光も観察者側に取り出し、表示に寄与させることができる。従っ
て、光を有効に利用することができ、輝度を向上できる。
【００９１】
　＜他の実施の形態＞
　なお上記各実施の形態において、表示装置１００として反射型の表示装置の例を示した
が、バックライトを用いて文字や画像を観察者側に表示する透過型の表示装置を用いても
よい。　
　また、上記各実施の形態において、表示装置１００として、反射型の表示装置であって
、液晶表示素子２０と、この液晶表示装置２０上に設けられたカラーフィルタ３０とを有
する表示装置の例を示したが、表示装置１００として、駆動素子に印加する電圧により、
有機ＥＬ層を流れる電流値が変化することで発光強度が変化し、その結果画素からの出射
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ルタとを有する表示装置を用いてもよい。
【符号の説明】
【００９２】
１　　制御装置
１ａ　ＩＣＣプロファイル収納部
１ｂ　電圧印加部
２　　入力機器
３　　出力機器
１０　基材
１１　ホワイト層
１２　透明電極
１３　反射層
２０　液晶表示素子
２１　対向電極
３０　カラーフィルタ
３１　透明基材
３２　ホワイトマトリクス層
３３，３４，３５　着色層
３６　ＡＲ層またはＡＧ層
１００　反射型液晶表示装置
１００Ａ　表示装置システム

【図１】 【図２】
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